　　　平成１９年度　第三回日本ＯＰ協会理事会議事録
開催日時　　平成19年2月２４日　　１６：００～１９：３０

　　　　　　平成19年2月２５日　　　９：００～１６：００

開催場所　　２月２４日　ホテル東京ＢＵＣ会議室

　　　　　　２月２５日　夢の島マリーナ会議室

出席者　　　占部副会長　国見理事長　奥村理事　濱田理事　河内理事　高木理事　
　　　　　　丸田理事　　丹羽理事　　濱本理事　仲野理事　熊川理事

欠席理事　　神谷理事　　荒川理事

出席監事　　周東監事

欠席監事　　赤津監事

議事に先立ち、議事録作成者を熊川理事、署名人を丸田理事、河内理事とし、国見理事長を議長とし審議に入る。

Ｂ＆Ｇ財団の岡田課長が入室し、Ｂ＆Ｇとしてヨット教室の入門艇として本年度３月までにポリエチレン製でハル二重構造アップバック無しのＯＰＰＩ（オランダ）を導入することを報告に来ました。２０台発注し全国のＢ＆Ｇに配艇する。但し重量５０ｋｇと重い。アップバックが無いので大人と子供も乗艇でき、オプティパーツのスパーもそのまま使えるとの事。ハーケンジャパンで扱う。以上説明して退席した。
審議事項

議題１．　最終選考会の準備報告

　　　　　熊川より報告

　　　　　二次選考会辞退者無し、４１名エントリー全員終了。後援も海上保安庁及びなぎさパークも了解を得る。

　　　　　現在問題は、大会の賠償責任保険についてしっかり理解してなく従来掛けていた保険では訴訟された場合の賠償責任保険には対応できないことが判明した。そこまでカバーできる保険はＪＳＡＦにあり、ＯＰ協会名で申し込みが必要である。現在ＪＳＡＦの寺沢さんとコンタクト中。よって保険料は予定より上がります。
　　　　　今後の協会主催レースの保険やクラブレースの保険について指針を出せると助かると思います。

　　　　　最終選考会のセールナンバーについては、本年度全日本選手権より規正がスタートするので、ＨＰに告知する。全日本のＮＯＲにも添付する。今回の選考会では、２艇二桁セールナンバーあり。
議題２．　海外派遣のエントリー状況
　　　　　丸田理事より

　　　　　ワールド（イタリア）、ヨーロッパ（ギリシャ）はプレエントリー終了。振込終了。後はチームに引き継ぐ。アジアは日本チーム７名の参加の意思表示は済んでいるがその他発表が無く、作業が止まっている。再度リクエスト及びチェックしる。

　　　　　ワールド５名、ヨーロッパ４名、アジア７名、

　　　　　濱本理事より

　　　　　アセアンはインドネシア（シンガポールの対岸）で１１月の全日本の時期に実施予定。北米は招待が来ていない。

議題３．　各担当理事からの報告
　　　　　濱田理事より

　　　　　協会主催のレースとして下記を予定

　　　　　全日本チームレース　　広島　　８月１０日～１２日

　　　　　東日本選手権　　　　　逗子　　８月２４日～２６日

　　　　　西日本選手権　　　　　唐津　　８月２４日～２６日

　　　　　全日本オープン　　　　和歌山　７月２４日～２６日

　　　　　全日本選手権　　　　　別府　　１１月１日～４日

　　　　　２００７年度最終選考会を別府が全日本とセットで計画したいと申し入れがある。他クラブから希望を聞くためにＨＰに開催募集をアップする。

　　　　　４０回記念全日本選手権は江ノ島ジュニアとなっている。
　　　　　濱本理事より

　　　　　ワールドの報告として国別１８位、チームレース４位。ジャパンチームとして先発隊２名チームと後発隊２名チームとなり、他国から少し変な目で見られる状態であった。今回は事情が事情なのでしょうがないが、選考会後協会主導でナショナルチーム全員が揃った強化練習を計画したい。セットやテクニカルな部分より精神面、ルール、作法、等を中心に計画したい。

　　　　　後藤コーチは良かった。自身の活動で知り得たコーチも他国のコーチとしていて、他チームともコミュニケーションが取れた。
　　　　　ウルグアイのレース運営は第一代表旗を使わずＡＰ旗を使い、すぐレースを再開できるように工夫をしていた。リコールを２０～３０艇呼ばれるレースは辛い。

　　　　　チームレースは優勝を狙える。シンガポール、マレーシアは強く国家プロジェクトの効果は大きい。
　　　　　国見理事長より

　　　　　今年も子供夢基金でマルチェロを呼び下記のスケジュールでクリニックを行う。

　　　　　３月１０日１１日　　江ノ島　

　　　　　３月１７日１８日　　福岡　

　　　　　江ノ島クリニックには４クラブ１８名の申し込みがある。５名単位でグループ
　　　　　を作り、ドリルを実施。コーチの勉強にもなる。パルシステム対応のモニター

　　　　　を用意して欲しい。
　　　　　奥村理事より

　　　　　今後は大会の予算を申請していただき、エントリー費の８割を支払、最終報告後残金を支払う方式にする。

　　　　　アジア大会報告書と会計報告が未提出である。

　　　　　（理事会後確認を取り既に受領済み）

　　　　　丸田理事より

　　　　　ＯＰ協会資産目録リストを提出し、内容確認を行う。結果、会計用の２つの印鑑の資産目録への記載漏れがわかり、又、以前に購入された中古ＰＣは古くなったので破棄されたこともあわせて確認された。
　　　　　周東監事より

　　　　　印鑑の印影を纏めた書類を作成し、丸田理事が管理したほうがよい。

　　　　　国見理事長より

　　　　　理事各自名詞は自分でつくる。電子協会ロゴは理事長にある。

　　　　　赤津監事作成の協会規約の細則については、３月中旬までに丸田理事でまとめて修正版をつくり、ＨＰで発表する。

議題４．　各部会・プロジェクトチームでの活動計画と最終確定

　　　　　レース委員会濱田理事より

　　　　　昨年は全て自腹で行動した。今年も西日本レースを中心に行動する。￥１０，０００×１０回＝￥１００，０００希望。

　　　　　全日本の出場選手数について各理事の考えを聞きたい。

　　　　　濱田理事

　　　　　１４０名大会を１００名にしたい。収入不足￥８００，０００が予想される。

　　　　　丹羽理事

　　　　　お祭り的な要素もあるので１４０名の現状で良い。

　　　　　仲野理事

　　　　　現在誰でも出場できる。数は減らすべきです。

　　　　　丸田理事

　　      レース枠出場を減らすべき。１４０名を減らすべき。

　　　　　高木理事

　　　　　１４０名を１００名でよいのではないか。

　　　　　周東監事
　　　　　クラブ枠、大会枠を再考すべきではないか。

　　　　　奥村理事
　　　　　会員数の１０～２０％位が目安ではないか。４００名×０．８＝８０名

　　　　　クラブ枠付レースが多すぎる。２０大会以上ある。

　　　　　熊川理事

　　　　　年一回のジャンボリー大会は必要である。現状１４０名を維持し、予選と本選の大会とし、ゴールドフリートと、シルバーフリート制にし更にメダルレースを行う事は出来るはずです。

　　　　　濱本理事

　　　　　ジャンボリー化している現状でＯＫである。但し、大会は夏休み、冬休みに行うべきです。

　　　　　国見理事長

　　　　　他のスポーツと比較して全日本に出場しやすいスポーツです。又、ワールドが行うディヴィジョン制を行う唯一の大会である事も残したい。予選を行う方式がいいかも知れない。
　　　　　占部副会長

　　　　　選考会を３月下旬に行い、ナショナルチームを結成して強化しても時間が少ない。１２月中旬に全日本を行い最終選考会をなくして、全日本一回でナショナルチームを決め強化してはどうだろうか。
　　　　　検討して欲しい。

　　　　　国見理事長

　　　　　各クラブにアンケートを取りたい。

　　　　　奥村理事

　　　　　レース委員会で基本案を作成し各クラブにアンケート調査すべきだ。実行する。

　　　　　濱田理事より

　　　　　荒川理事からの伝言ですが、協会ＨＰのクラスルールでは協会主催レースはカテゴリーＣでレースを行うように記載してある。これでいいのですか。
　　　　　国見理事長

　　　　　ＪＯＤＡ主催はＩＯＤＡに準拠してカテゴリーＡで決定している。

　　　　　濱田理事

　　　　　２００６広島の全日本でＪＳＡＦより指摘があり、参加しているＯＰ艇はカテゴリーＡの艇は少ないです。大会をカテゴリーＣにしたほうが良いのではないかとアドバイスを受けた。ＨＰのクラスルールを変更して欲しい。
　　　　　熊川理事

　　　　　カテゴリーＡを指導する。計測時指摘が必要です。
　　　　　強化海外派遣濱本理事より

　　　　　ワールド、ヨーロッパ、アジアの強化費として各チーム￥１００，０００のトータル￥３００，０００希望。合同合宿をする。

　　　　　ワールドチームのコーチを協会が決めてコーチ経費は全額協会負担、アジアのコーチ経費は半額負担とし選定はチームで行う。ヨーロッパチームについてはコーチ選定はチームで行い補助金￥１００，０００支給とする。概算ワールドチーム￥５００，０００、アジアチーム￥２００，０００となる。後日正式予算書提出する。
　　　　　５月３日～６日に合同合宿を行いたい。マナー、ルール、精神面強化を主に考えたい。

　　　　　各クラブや個人で海外のＯＰレース出場する場合、出場の申請書を協会に届け出をして貰い、事故等に備える。申請書は強化で作成する。

　　　　　熊川理事

　　　　　過去に一箇所に集めての合宿は実現しなかった事もある。交通費等援助してあげないと中々まとまらない。

　　　　　￥３００，０００＋￥２００，０００＝￥５００，０００の要求
　　　　　仲野理事より

　　　　　強化海外派遣で￥１，３００，０００相当です。大切に使わないと。

　　　　　普及・育成・広報

　　　　　河内理事より

　　　　　イヤーブック作成する。予算￥５０，０００

　　　　　東西日本選手権の時、講師を呼び選手に講演を計画。謝礼として￥３０，０００×２＝￥６０，０００

　　　　　昨年の出前コーチは唐津の１回でした。今年はもっとＰＲする。￥１５０，０００希望。尚、今年度の出前コーチ担当は丹羽理事（西日本）、神谷理事（東日本）にお願いすることになった。
　　　　　総務・財務

　　　　　奥村理事より

　　　　　大会予算書などは統一した書式に変更し、比較できるようにする。別府全日本から実施する。

　　　　　又、￥５０，０００以上の計画実施は理事会メールで要求し、全理事認知の元計画実施する。

　　　　　国見理事より

　　　　　月次決算表が欲しい。キャッシュフローを月次で把握する。理事会メールで流し、残高資産等のコメント付で行い理事の共通認識とする。
　　　　　仲野理事より

　　　　　計測関係の資金報告がタイムリーに提出されないので困っている。

　　　　　国見理事長より

　　　　　四半期で提出するよう指導する。

　　　　　普及推進Ｐ

　　　　　奥村理事より

　　　　　ＳＳＦで￥６００，０００位予算付きそう。今年は各県単位で実施していく。

　　　　　国見理事より

　　　　　B＆Gとタイアップして今年もプール講習会を行う。昨年は入会に結びつかなかった。今年は、プール講習会後、近隣のクラブと連絡を取り、海上講習会とのセットを計画する。

　　　　　昨年の小松さんと実施したプール講習会のVTRが完成するのでプロモーション用として各クラブに配布する。B＆Gの予算で製作し３月末完成。
　　　　　全日本選手権時ワークショップを開催したい。４２条講習や、セールセット講習等検討して欲しい。又、外部の小学生を観覧船に乗せレースを見学させたい。

　　　　　￥１００，０００予算を付けたい。

　　　　　グッドマナー

　　　　　奥村理事より

　　　　　抑止効果を期待し処罰を内規規定にいれる。その為、総会前に前泊で集まり、協会の方向性を検討し作成し、総会に提出する。

　　　　　予算￥１００，０００

議題５．　計画及び予算の決定

　　　　　国見理事長より

　　　　　レース部会　　備品￥８０，０００＋活動費￥１００，０００（レースマニュアル作成する）
　　　　　強化海外派遣部会　強化費￥５００，０００

　　　　　　　　　　　　　　海外派遣費は濱本理事提案概算￥８００，０００

　　　　　普及・育成・広報　イヤーブック￥５０，０００

　　　　　　　　　　　　　　東西大会講習会￥５０，０００

　　　　　　　　　　　　　　育成￥１００，０００

　　　　　総務・財務部会　　グッドマナー会議費￥１００，０００

　　　　　一般経費　　　　　￥１，８００，０００

　　　　　計測・ルール部会　今年は予算ゼロ

　　　　　普及P　　　　　　￥１００，０００×２件＝￥２００，０００

　　　　　SSF事業　　　　　￥５０，０００

　　　　　レース補助　　　　選考会￥１００，０００

　　　　　　　　　　　　　　チームレース￥１２０，０００

　　　　　　　　　　　　　　東西全日本￥８０，０００×２＝￥１６０，０００

　　　　　　　　　　　　　　全日本￥８０，０００

　　　　　　　　　　　　　　全日本オープン￥４０，０００

· 各理事で企業スポンサー募集を意識してください。以上の内容にて予算を決定とし無駄にならないよう努力して使ってください。

　　　　　各レース全日本枠

　　　　　提出資料のU１２チャンピヨンシップは同一大会で二つのタイトル大会はNGとするので承認取り消しとする。提出レース枠全数認めて７１名。
　　　　　ナショナルチーム枠１６名。

　　　　　東西全日本選手権枠３０名。

　　　　　大会枠７１名

　　　　　クラブ枠（現状）＋新規クラブ４クラブ

以上を全日本出場枠とする。

議題６．　その他

　　　　　国見理事長より

　　　　　０６年度広島全日本選手権の時、EYCより提出された００選手父兄の６９条違反の報告についてＪＳＡＦ最高審判委員会では受理されなかった旨の報告があった。加えて、OP協会には再発防止要望書が届いている事の説明があり、理事会としてはＥＹＣより提出された６９条報告書とＪＳＡＦの再発防止要望書をＨＰに公開する事を検討する。（個人名は削除のうえで）公開に当たっては、提出者のＥＹＣにも打診することにする。
　　　　　
　　　　　２００５年度の仙台における全日本の６９条に関する問題について　　　　

　　　　　江の島ヨットクラブより一連の６９条問題に対する回答書が届いたが、謝罪、改革等不十分であり受理できない。との考えが大半を占めた。議論の結果、この回答書が最終回答であるとの認識に立って、江ノ島ジュニアヨットクラブ除名の為の臨時総会もやむなしとするも、何らかの妥協案をみいだせないのか、最後の機会として、再度、協会と江ノ島ヨットクラブ間で協議することになった。又、もし、臨時総会で江ノ島ジュニアヨットクラブが除名になった場合でも選手には罪はないので、個人登録とかで大会参加は認める方向を確認した。
　　　　　以上をもって第三回理事会を閉会致します。

　　　　　署名　河内　孝明
　　　　　　　　丸田　郁郎
